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「へるん入試」パンフレット   

について解説します 
 

パンフレットとともにご覧ください 

 
 
 
 
 
 

「へるん」入試の名称の由来 

「へるん」とは、小泉八雲(ラフカディオ・ハーン1850~1904)のことで、ハーンが滞在した松江

では、親しみをこめて今でも「へるん」と呼称しています。ハーンは、文学者・新聞記者・民俗学

者・英語教師などとして多方面で才能を発揮し、異文化の架け橋となりました。「へるん」の魅力と

才能の多様性を、高校生の持つ多様な可能性に重ね合わせました。 
 

 「へるん入試」は、高校生の皆さんに、自分らしい学びを主体的につくっていこうとする意欲を

持ってほしい、そしてその意欲を島根大学での学びにつなげてほしい、との願いから生まれまし

た。 

キーワードは「学びのタネ」 

 高校生の皆さんが持っている好奇心と探究心を「学びのタネ」と名付けました。 

 

 日々の学習の中で、「面白いな、もっと深く学んでみたいな」と、教科の内容の豊かさに心動かさ

れたことはありませんか。「本当にそうだろうか、もっと違う考えがあるんじゃないか」と、違和感

や疑問を感じたことはありませんか。身近に困ったことがあって、「どうすれば解決するのだろう」

と、課題を解決したいと思ったことはありませんか。 

 

感動、違和感、疑問、課題意識、貢献意識・・・、これらはぜんぶ「学びのタネ」です。 

 

教科の授業や総合的な学習（探究）の時間、あるいは部活動の中で感動したこと、あるいは疑問

に思ったことをきっかけとして学びを深めようとしたこと、解決したい課題の解決策を考え提言

し、周囲の協力を得ながら動き出してみたこと、「学びのタネ」から何かをやってみたこと、本気で

探究したり、夢中になって取り組んだことが、大学の学びにつながるのです。 

 

「学びのタネ」は、具体的な資格や、すでに達成された成果に限るものではありません。今はま

だ、皆さんの心の中にある志向とか興味といった目に見えないもの、ささやかなものなのかもしれ

ません。しかし、「学びのタネ」を育てていくことで、自分の能力や活躍できるフィールドはどんど

ん深く明確になります。やがて、自分に必要な学びを自分でデザインできるようになり、人生を切

り拓く力が蓄えられてくるのです。 

 

そんな皆さんの成長をサポートしたいとの願いが「へるん入試」に込められています。あなたの

「学びのタネ」を島根大学で育ててみませんか。 
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 「へるん一般型」と「へるん特定型」 

 「へるん入試」には、二つの型があります。「へるん一般型（募集人員178人）」と「へるん特定

型（募集人員76人）」です。 
 
「へるん一般型」について 
「へるん一般型」の求める学生像の詳細は、「へるん入試が求める学生像」に示したとおりです。

「へるん一般型」の評価は、「書類審査」、「読解・表現力試験」、「理数基礎テスト」（総合理工学部の

み）、志望理由書を用いた「面接」によって行います。 
「へるん特定型」について 
「へるん特定型」では、「へるん入試が求める学生像」に加えて、学習歴や学びたいこと、得意な

ことの違いに応じて「地域志向入試」「専門高校入試」「グローバル英語入試」「芸術・スポーツ・技

能入試」の四つを設けています。「へるん特定型」の評価は、「へるん一般型」の評価項目に「付加評

価項目」を加えて行います。「付加評価項目」の詳細は、パンフレットに記載していますので、ご覧

ください。 
なお、「地域志向入試」は従来の「地域貢献人材育成入試」を名称変更したものです。従来の「島

根県・鳥取県枠」に加え、島根県・鳥取県以外の「全国枠」を新設しました。受験生は出身高校の所

在する都道府県によって、いずれかの枠で受験します。入学後は、地域志向型の副専攻プログラム

（仮称）を履修します。また、「グローバル英語入試」合格者は、入学後、よりレベルの高い英語を

履修する副専攻型プログラム(名称未定)を履修します。また希望者は、島根大学に来学する多くの外

国人賓客を接待する「島大アンバサダ」に任命されます。 
 

「へるん特定型」と「へるん一般型」の併願について 
 「へるん特定型」のうち、「地域志向入試」、「専門高校入試」及び「グローバル英語入試」は併願

を希望すれば、「へるん特定型」に合格しなかった場合は、「へるん一般型」の選抜対象となります。

この場合、特定型で評価対象となった「付加評価項目」の得点は、評価対象外とします。 
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出願期間について 

 令和２年（２０２０年）１０月５日（月）～１０月９日（金）を予定しています。     
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何が問われるのか 

 

 「へるん入試」は「大学入学共通テスト」を利用しません。複数の教科の総合的な達成度による 
ではなく、特定の分野や教科への興味・関心を重視します。 

 
１ 「へるん一般型」（「へるん特定型」にも共通） 

 

１）「読解・表現力試験」 
   全学共通問題です。「英語」、「数学」、「国語」などの教科試験ではありません。すべての教科 

の基本となる読解力・表現力をはかるものです。高校の教科書を読んで理解する力があるか、読 
み取った内容を理解し、それを記述する力があるかを問うものです。「表現力」といっても、小 
論文のような文章を読んだうえで自分の意見を長文で記述する形式ではありません。 

      ホームページにモデル問題と出題意図・解答例を掲載していますので、ぜひご覧ください。  
https://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/docs/2019122400030/ 

 
 
 
２）「理数基礎テスト」 

   建築デザイン学科を除く総合理工学部の６学科で実施します。その他の学部では、実施しませ 
ん。学科によって試験内容が異なります。いずれも、教科書の章末問題レベルを想定した基本的 
な内容です。 
モデル問題をホームページに掲載していますので、参照してください。 
https://www.shimane-u.ac.jp/nyushi/docs/2019122400047/ 

 
３）出願書類 

 
  「調査書」 
     「調査書」に加え、教員が作成する「調査書別紙」を添付していただきます。「調査書」およ 

び「調書別紙」により、「学習成績の状況」、「部活動」・「生徒会活動」・「学校行事」、「探究的な 
学習の時間」や探究型学習を評価の対象とします。 
「調査書別紙」は、調査書に基づき、必要事項を記入して作成するものです。必要事項には、

高校で取り組まれている探究的な学習（探究的な学習の時間、各教科の学習、地域探究活動な

ど）の取り組みに関する記入欄を設けています。記載要領に従ってご記入ください。 
 
  「クローズアップシート」 

「クローズアップシート」は、志願者が記述するものです。高校段階の活動の中で最も力を入 
れて取り組んだものを一つだけ挙げて、その活動にどう取り組んだのか、振り返って記述してく 
ださい。「志望理由書」に記載する「学びのタネ」に関係があることでも、ないことでもかまい 
ません。８００字程度にまとめてください。 

 
  「志望理由書」 

   「志望理由書」は、志願者が記述するものです。「学びのタネ」と「なぜ大学で学びたいの 
か、何を学びたいのか」を記述します。「学びのタネ」は、４０字以内で記述します。簡潔な記 
述でも構いません。記述した字数の長短は問いません。今後、記載例をホームページに掲載しま 
すので、参照してください。 
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 ４）面接 

 

   個人面接を実施する予定です。「志望理由書」の内容を中心に、各学科や専攻の教員が専門的

な知見に基づいて問いかけます。 

 

 

    
２ 「へるん特定型」 

 

   四つの「へるん特定型」では、「へるん一般型」の１）～４）に加えて、「付加評価項目」を設 
けます。 

   「専門高校入試」、「芸術・スポーツ・技能入試」は、学部・学科・専攻ごとに、「付加評価項 
目」が異なります。詳細はパンフレットに記載していますので、ご覧ください。 
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「入学前教育」及び「入学後教育」について 

 
へるん入試の合格者を対象に入学前教育を行います。４月からの大学生活に向けて、専門教育へ 

の準備、学習意欲の向上、大学生活への円滑な移行が目的です。 
 
「入学前教育」は、全学共通の課題、各学部(各学科・各専攻)が指定する課題と２日間にわたる 

「入学前セミナー」(グループディスカッションや大学ガイダンス)で構成します。 
令和２年１２月２６日（土）、２７日（日）に実施する予定です。 

 
「入学前教育」に関しては、全学共通の課題(英語eラーニング)の他、各学部(各学科・各専攻)

で、大学での専門教育に対する準備として課題が出されます。内容は問題集や課題図書などそれぞ

れの各学部(各学科・各専攻)によって異なります。大学入学に備えてしっかり準備をお願いしま

す。 
 
入学後の教育として以下の二つを準備中です。（詳細は検討中） 

 
一つ目は、特に英語を苦手とし大学入学後の英語の授業に不安を感じる学生のための特別補習授 

業です。これは１年次の英語の単位取得につなげるものです。 
 
二つ目は、それぞれの「学びのタネ」をより深化、展開するために、各学部(各学科・各専攻)の 

専門分野に触れる機会を設けます。 
 
現在島根大学では全ての学生に担任がつく「担任制度」を設けています。そこでは履修指導や生 

活相談などが綿密に行われています。また、各学部(各学科・各専攻)では１年生対象の初年次教育 
も行われています。今回企画しているのは、それらの諸制度に加えて実施するものです。特に１年 
次に「学びのタネ」に基づく学びのモチベーションを維持・向上させることが大切であると考えて 
います。 

※ここに記載している内容については予定であり、今後変更する場合があります。 

出願にあたっては、必ず「募集要項」で確認してください。 


